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号

平
成
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十
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五
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十
一
日

一

外
務
大
臣

法
務
副
大
臣

防
衛
副
大
臣

外
務
大
臣
政
務
官

外
務
大
臣
政
務
官

政
府
参
考
人

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
府
総
合
海
洋
政
策
推
進

事
務
局
長
）

政
府
参
考
人

（
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局

経
済
取
引
局
長
）

山
田
昭
典
君

甲
斐
正
彰
君

田
中
勝
也
君

市
川
正
樹
君

岸
田
文
雄
君

盛
山
正
仁
君

若
宮
健
嗣
君

小
田
原
潔
君

武
井
俊
輔
君

平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
一
日
（
水
曜
日
）

午
前
九
時
開
議

出
席
委
員

委
員
長
三
ッ
矢
憲
生
君

理

事

黄

川

田

仁

志

君

理

事

新

藤

義

孝

君

理

事

土

屋

品

子

君

理

事

中

山

泰

秀

君

理

事

長

尾

敬

君

理

事

小

熊

慎

司

君

理

事

寺

田

学

君

理

事

岡

本

三

成

君

今

津

寛

君

小

田

原

潔

君

小

渕

優

子

君

大

野

敬

太

郎

君

鬼

木

誠

君

加

藤

寛

治

君

熊

田

裕

通

君

國

場

幸

之

助

君

佐

々

木

紀

君

島

田

佳

和

君

鈴

木

隼

人

君

武

井

俊

輔

君

辻

清

人

君

松

島

み

ど

り

君

山

田

美

樹

君

和

田

義

明

君

石

関

貴

史

君

吉

良

州

司

君

中

川

正

春

君

原

ロ

一

博

君

渡

辺

周

君

演

地

雅

一

君

笠

井

亮

君

足

立

康

史

君

委
員
の
異
動

五
月
三
十
日

辞
任

政
府
参
考
人

（
法
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
法
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
公
安
調
査
庁
次
長
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
北
米
局
長
）

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
通
商
政
策
局
通

商
機
構
部
長
）

政
府
参
考
人

（
海
上
保
安
庁
次
長
）

政
府
参
考
人

（
防
衛
省
大
臣
官
房
長
）

政
府
参
考
人

（
防
衛
省
防
衛
政
策
局
次
長
）

政
府
参
考
人

（
防
衛
省
統
合
幕
僚
監
部
総
括

官）外
務
委
員
会
専
門
員

辻
本
頼
昭
君

辰
己
昌
良
君

岡
，
真
臣
君

豊

田

硬

君

花
角
英
世
君

渡
辺
哲
也
君

森

健

良

君

小

泉

勉

君

志
水
史
雄
君

飯
島
俊
郎
君

大
鷹
正
人
君

岡
田
健
一
君

森
美
樹
夫
君

相
木
俊
宏
君

宇
山
智
哉
君

杉
山
治
樹
君

佐
々
木
聖
子
君

菊

池

浩

君

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

政
府
参
考
人
出
頭
要
求
に
関
す
る
件

国
際
情
勢
に
関
す
る
件

五
月
二
十
三
日

沖
縄
県
民
の
民
意
尊
重
と
、
基
地
の
押
し
つ
け
撤
回
に

関
す
る
請
願
（
畑
野
君
枝
君
紹
介
）
（
第
一
―
六
六
号
）

同
（
赤
嶺
政
賢
君
紹
介
）
（
第
―
二
六
四
号
）

日
印
原
子
力
協
定
を
承
認
・
批
准
し
な
い
こ
と
に
関
す

る
請
願
（
笠
井
亮
君
紹
介
）
（
第
―
二
四
八
号
）

同
（
近
藤
昭
一
君
紹
介
）
（
第
―
二
四
九
号
）

同
（
笠
井
亮
君
紹
介
）
（
第
―
二
六
五
号
）

同
月
三
十
日

日
印
原
子
力
協
定
を
承
認
・
批
准
し
な
い
こ
と
に
関
す

る
請
願
（
逢
坂
誠
二
君
紹
介
）
（
第
二
二
三
八
号
）

同
（
近
藤
昭
一
君
紹
介
）
（
第
一
三
三
九
号
）

は
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

同
月
三
十
一
日

辞
任武

井
俊
輔
君

山
田
美
樹
君

同
日辞

任國
場
幸
之
助
君

和
田
義
明
君

同
日辞

任加
藤

寛
治
君

補
欠
選
任

武
井
俊
輔
君

補
欠
選
任

加
藤
寛
治
君

山
田
美
樹
君

補
欠
選
任

國
場
幸
之
助
君

和
田
義
明
君

補
欠
選
任

鬼

木

誠

君

玉
城
デ
ニ
ー
君

同
日

0
三
ッ
矢
委
員
長
質
疑
の
申
し
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、

順
次
こ
れ
を
許
し
ま
す
。
新
藤
義
孝
君
゜

0
新
藤
委
員
皆
さ
ん
、
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自
民

党
の
新
藤
義
孝
で
ご
ざ
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
、
同
僚
の
理
解
を
得
て
こ
の
機
会
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
、
ま
ず
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す。
そ
し
て
、
私
は
、
昨
年
に
続
き
ま
し
て
、
こ
の
外
務
委

員
会
の
筆
頭
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨

年
は
、
法
律
が
一
本
に
条
約
が
十
本
だ
っ
た
ん
で
す
。
今

国
会
は
、
法
律
一
本
、
そ
し
て
条
約
は
二
十
本
付
託
を
さ

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
三
ッ
矢
委
員
長
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ

て
、
そ
の
よ
う
に
決
し
ま
し
た
。

0
三
ッ
矢
委
員
長
こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

国
際
情
勢
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
ま
す
。

こ
の
際
、
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
件
調
査
の
た
め
、
本
日
、
政
府
参
考
人
と
し
て
外
務

省
大
臣
官
房
審
議
官
宇
山
智
哉
君
、
大
臣
官
房
審
議
官
相

木
俊
宏
君
、
大
臣
官
房
審
議
官
森
美
樹
夫
君
、
大
臣
官
房

参
事
官
岡
田
健
一
君
、
大
臣
官
房
参
事
官
大
鷹
正
人
君
、

大
臣
宣
房
参
事
官
飯
島
俊
郎
君
、
大
臣
官
房
参
事
官
志
水

史
雄
君
、
大
臣
官
房
参
事
官
小
泉
勉
君
、
北
米
局
長
森
健

良
君
、
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
市
川
正
樹
君
、
内
閣
審
議

官
田
中
勝
也
君
、
内
閣
府
総
合
海
洋
政
策
推
進
事
務
局
長

甲
斐
正
彰
君
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
経
済
取
引
局

長
山
田
昭
典
君
、
法
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
菊
池
浩
君
、

大
臣
官
房
審
議
官
佐
々
木
聖
子
君
、
公
安
調
査
庁
次
長
杉

山
治
樹
君
、
経
済
産
業
省
通
商
政
策
局
通
商
機
構
部
長
渡

辺
哲
也
君
、
海
上
保
安
庁
次
長
花
角
英
世
君
、
防
衛
省
大

臣
官
房
長
豊
田
硬
君
、
防
衛
政
策
局
次
長
岡
真
臣
君
、
統

合
幕
僚
監
部
総
括
官
辰
己
昌
良
君
の
出
席
を
求
め
、
説
明

を
聴
取
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま
せ

ん
か
。

第
百
九
十
三
回
国
会

衆

議

院

外

務

委

員

会

ヨ羊
諏

録

第

十

六

号

（
第
一
類
第
四
号
）

う

rノ

（
三
一
八
）
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平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
一
日

そ
し
て
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
我
々
、
国
の
目
標
、
そ
れ

は
国
民
を
幸
せ
に
す
る
と
い
う
こ
と
。
だ
と
す
る
な
ら

ば
、
こ
の
外
交
に
お
い
て
、
経
済
を
発
展
さ
せ
、
世
界
と

交
わ
る
中
で
、
国
力
を
増
し
国
を
発
展
さ
せ
る
、
そ
れ
に

よ
っ
て
国
民
の
幸
せ
が
つ
く
っ
て
い
け
る
。
あ
わ
せ
て
、

こ
の
国
を
守
り
、
安
全
保
障
体
制
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
で

国
民
の
幸
せ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
意
味

に
お
い
て
、
や
は
り
私
た
ち
が
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い

の
は
、
経
済
の
関
係
、
貿
易
の
関
係
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
で
、
安
全
保
障
の

こ
と
は
真
剣
に
さ
ら
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

こ
う
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。と

り
も
な
お
さ
ず
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
の
挑
発
、
核

実
験
も
含
め
て
、
こ
れ
が
と
ま
ら
な
い
、
深
刻
な
脅
威
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
い
う
中
で
、
さ
あ
、
ど
の
よ
う
に

圧
力
を
高
め
、
北
朝
鮮
を
私
た
ち
が
求
め
る
正
し
い
姿
に

さ
せ
て
い
く
か
、
こ
う
い
う
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。外

交
的
な
圧
力
を
高
め
る
努
力
、
こ
れ
は
マ
ッ
ク
ス
パ

ワ
ー
で
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
日
本
は
、
安
倍

総
理
ま
た
岸
田
大
臣
が
中
心
と
な
り
ま
し
て
、

G

7
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
、
北
朝
鮮
が
国
際
的
な
課
題
に
お
け

る
最
優
先
事
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
北
朝
鮮
の
核
実
験

と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
最
も
強
い
言
葉
で
非
難
し
措
置

を
強
化
す
る
、
こ
う
い
う
首
脳
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
が
出
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
外
交
成
果
は
最
大
限
発
揮
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
最
大
限
発
揮
さ
れ
た
外
交
の
舞
台
が
終

わ
っ
た
直
後
に
、
ミ
サ
イ
ル
を
平
然
と
撃
っ
て
く
る
。
こ

う
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
肝
心
の
北
朝
鮮
に
対
し
て
功
を

奏
し
て
い
な
い
、
こ
う
い
う
状
態
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
で
す
か
ら
、
国
連
と
我
が
国
独
自
の
経
済
制
裁
が
功

を
奏
し
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
さ
ら
な
る
制
裁
強
化

を
、
し
か
も
実
効
性
あ
る
制
裁
強
化
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。そ

の
た
め
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
大
臣
か
ら

も
、
今
お
話
し
で
き
る
範
囲
で
、
し
か
し
、
や
は
り
き
ち

ん
と
そ
れ
が
委
員
会
や
国
民
に
対
し
て
伝
わ
る
よ
う
な
お

答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
。

ま
ず
、
岸
田
大
臣
、
五
月
二
十
九
日
、
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン

米
国
務
長
官
と
日
米
外
相
電
話
会
談
を
行
っ
た
際
に
、
日

米
の
防
衛
能
力
の
向
上
へ
具
体
的
な
行
動
を
と
る
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
日

米
の
枠
組
み
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
強
化
の
た
め
の

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
導
入
で
あ
る
と
か
、
新
た
な
装

備
を
整
備
す
る
こ
と
も
視
野
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
私

は
そ
う
推
測
い
た
し
ま
す
が
、
今
後
の
検
討
の
方
向
性
、

日
米
の
防
衛
能
力
の
向
上
、
具
体
的
な
行
動
を
と
る
、
そ

う
い
っ
た
中
で
、
検
討
の
方
向
性
ま
た
必
要
な
要
素
に
つ

い
て
、
今
お
答
え
で
き
る
こ
と
で
結
構
で
す
が
、
お
話
し

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
岸
田
国
務
大
臣
ま
ず
、
二
十
九
日
の
日
米
外
相
電
話

会
談
に
お
け
る
御
指
摘
の
発
言
等
の
具
体
的
な
中
身
に
つ

い
て
は
控
え
ま
す
が
、
た
だ
、
現
実
、
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ

サ
イ
ル
開
発
を
着
々
と
進
め
て
い
る
、
こ
う
い
っ
た
状
況

を
考
え
る
な
ら
ば
、
我
が
国
と
し
て
、
ま
ず
は
我
が
国
の

防
衛
力
を
し
っ
か
り
強
化
し
、
あ
わ
せ
て
日
米
同
盟
の
抑

止
力
、
対
処
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
、
こ
う
い
っ
た
取
り

組
み
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
現
時
点
で
は
、
御
指
摘
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
と
い
っ
た
新
た
な
装
備
品
に
つ
い
て
、
導
入
に
向

け
た
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
た
だ
、
防
衛
大
綱
に
お
き
ま
し
て
「
我
が
国
の
弾

道
ミ
サ
イ
ル
対
処
能
力
の
総
合
的
な
向
上
を
図
る
。
」
、
こ

の
よ
う
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
現
在
、
防
衛
省
に
お
い

て
、
こ
う
し
た
新
規
装
備
品
を
含
め
た
将
来
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
迎
撃
体
制
の
調
査
研
究
を
行
う
、
こ
う
い
っ
た
種
々

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
に
承
知
を
し
て
お
り

ま
す
。ぜ

ひ
今
後
と
も
、
日
米
の
適
切
な
役
割
分
担
に
基
づ
い

て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
、
こ
れ
は
万
全
を
期
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
を
い
た
し
ま
す
。

0
新
藤
委
員
そ
し
て
、
テ
ィ
ラ
ソ
ン
国
務
長
官
と
の
間

で
は
、
中
国
の
役
割
が
重
要
だ
、
中
国
に
し
っ
か
り
働
き

か
け
を
し
て
い
こ
う
、
こ
う
い
う
点
で
一
致
し
た
、
こ
う

い
う
お
話
も
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
き
の
う
は
中
国
の
楊

潔
筋
国
務
委
員
と
会
談
を
さ
れ
た
、
こ
の
よ
う
に
承
知
を

r
 

し
て
お
り
ま
す
。
北
朝
鮮
に
最
も
大
き
な
影
響
力
を
持
つ

の
は
中
国
で
す
。
貿
易
額
の
九
割
を
依
存
し
、
原
油
の
供

給
も
中
国
に
依
存
、
北
朝
鮮
労
働
者
の
受
け
入
れ
が
北
の

外
貨
の
獲
得
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
後
、
中
国
が
北
朝
鮮
に
対
し
て
ど

う
い
う
ふ
う
に
役
割
を
果
た
し
て
い
っ
て
く
れ
る
の
か
、

圧
力
強
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
期
待
と
見
通

し
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
も
お
答
え
が
な
か
な
か
難
し
い
の

を
承
知
の
上
で
聞
い
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

し
っ
か
り
と
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
岸
田
国
務
大
臣
北
朝
鮮
問
題
に
対
処
す
る
に
当
た
っ

て
、
国
連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
で
あ
り
、
そ
し
て
六
者

会
合
の
議
長
で
あ
り
、
そ
し
て
北
朝
鮮
の
貿
易
の
九
割
を

占
め
て
い
る
中
国
の
存
在
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
認
識
に
基
づ

い
て
、
国
際
社
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
中
国
に
責
任
あ
る

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

私
も
二
月
、
四
月
に
日
中
外
相
会
談
を
行
い
、
王
毅
外

交
部
長
に
対
し
て
責
任
あ
る
対
応
を
求
め
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
し
、
御
指
摘
の
昨
日
の
楊
潔
筋
国
務
委
員
と
の
会
談

に
お
い
て
も
、
今
は
北
朝
鮮
へ
の
圧
力
を
強
化
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
、
中
国
の
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

建
設
的
な
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
、
こ
う
し
た
強
い
働

き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

安
倍
総
理
も
先
日
の

G
7
タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
・
サ
ミ
ッ
ト

に
お
い
て
、
中
国
の
役
割
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
北
朝
鮮

に
圧
力
を
か
け
る
上
で
さ
ら
な
る
役
割
を
果
た
す
よ
う
促

し
て
い
き
た
い
、
こ
う
し
た
指
摘
を
行
っ
た
次
第
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
中
国
は
、
五
十
万
ト
ン
の
石
油
を
北
朝

鮮
に
供
給
し
て
い
る
ほ
か
、
北
朝
鮮
か
ら
派
遣
さ
れ
た
海

外
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
、
こ
う
し
た
情
報
も
承
知

を
し
て
お
り
ま
す
。

政
府
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
情
報
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

引
き
続
き
、
米
国
を
初
め
国
際
社
会
と
と
も
に
中
国
に
働

き
か
け
を
行
い
、
そ
し
て
、
北
朝
鮮
制
裁
委
員
会
等
、
国

連
や
国
際
社
会
の
場
に
お
け
る
こ
う
し
た
安
保
理
決
議
の

履
行
状
況
を
把
握
す
る
仕
組
み
に
貢
献
し
な
が
ら
、
中
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
、
こ
の
よ
う
に
考
え
ま

す。

う

0
新
藤
委
員
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
い
に
期
待
を
し
た
い
、
こ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
三
つ
目
に
は
、
我
が
国
の
制
裁
を
ど
う
や
っ
て

強
化
し
て
い
く
か
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
い
ろ
い
ろ
と
議
論
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、
セ
カ
ン
ダ

リ
ー
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
で
す
と
か
キ
ャ
ッ
チ
オ
ー
ル

規
制
を
導
入
し
よ
う
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
よ
う
な
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
我
が
国
独
自

の
制
裁
を
厳
格
化
す
る
、
そ
し
て
強
化
す
る
、
絶
対
に

や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
対
話
と
圧
力
と
い
う
言
葉
、
こ
れ
は
川
口

順
子
大
臣
の
と
き
に
始
ま
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
、

ち
ょ
う
ど
外
務
政
務
官
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
実
は
、
幹
部

会
議
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
外
務
省
か
ら
、
こ
ん
な
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
、
硬
軟
取
り
ま
ぜ
た
こ
う
い
っ
た
こ
と
が

で
き
る
と
い
っ
た
と
き
に
、
た
ま
た
ま
で
す
が
、
こ
れ
は

対
話
と
圧
力
だ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
名
称
を
宣
言
し
た

の
は
私
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
使
わ
れ
る
と
う
れ
し

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で
も
誰
も
知
ら
な
い
、
こ
う
い
う

こ
と
な
ん
で
す
が
、
と
に
か
く
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
か

な
き
ゃ
い
け
な
い
。

こ
れ
は
、
今
お
答
え
を
聞
い
て
も
、
答
え
よ
う
の
な

い
、
検
討
し
て
い
る
と
。
最
も
一
番
重
要
な
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
か
ら
、
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
、
こ
う
い
う

こ
と
で
要
望
し
て
、
き
ょ
う
は
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。そ

の
上
で
、
国
の
成
立
三
要
素
。
国
民
を
幸
せ
に
す
る

た
め
に
国
は
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
は
ど
う
や
っ
て

成
り
立
つ
か
。
こ
れ
は
、
国
民
意
識
の
統
合
、
そ
れ
か
ら

領
土
の
保
全
、
そ
し
て
そ
こ
に
主
権
を
確
立
さ
せ
る
、
こ

れ
が
国
家
成
立
の
三
要
素
と
言
わ
れ
て
い
る
し
、
私
は
そ

う
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
外
交
が
領
土
を
保
全
し
た
り
主

権
を
確
立
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
国
を
形
成
す
る
基
本
的
な

問
題
だ
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
今
、
私
た
ち
の
国

に
対
し
て
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
が
増
し
て
、
そ
ち

ら
に
皆
さ
ん
が
目
を
向
け
て
い
る
、
大
事
な
こ
と
で
す
。

な
ん
で
す
が
、
一
方
で
、
実
は
、
日
本
の
領
海
や
そ
れ
を

取
り
巻
く
排
他
的
経
済
水
域
に
対
し
て
、
韓
国
、
中
国
、

Shotaro
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台
湾
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
こ
れ
を
き
ょ
う
は
き

ち
ん
と
取
り
上
げ
た
い
と
思
う
ん
で
す
。

お
手
元
の
資
料
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
ま
す
と
、
こ
れ
は

韓
国
の
例
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
五
月
の
十
七
日
に

韓
国
の
海
洋
調
査
船
が
、
我
が
国
の
事
前
同
意
を
得
る
こ

と
な
く
、
竹
島
周
辺
の
排
他
的
経
済
水
域
内
で
海
中
に
ワ

イ
ヤ
を
投
入
し
た
。
我
が
国
領
海
に
侵
入
、
漂
泊
し
、
こ

れ
は
こ
の
二
年
間
で
四
回
発
生
し
て
い
る
、
こ
う
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

実
は
、
韓
国
が
こ
う
い
う
こ
と
を
起
こ
し
た
の
は
、
ニ

0
0
六
年
、
十
一
年
前
で
す
。
去
年
か
ら
ま
た
こ
う
い
っ

た
海
洋
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
十
年
間
動
い
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
立
て
続
け
に
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
の
意
味
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
こ
の
よ
う
に
私
は
思
っ
て
い
る
ん

で
す
。こ

の
十
七
日
に
入
っ
て
き
た
ヘ
ヤ
ン
ニ

0
0
0
と
い
う

韓
国
の
国
立
海
洋
調
査
院
の
船
は
、
海
底
地
形
を
調
査
し

て
、
そ
れ
を
国
連
に
、
韓
国
独
自
の
地
形
名
を
、
日
本
の

名
前
の
上
に
か
ぶ
せ
て
申
請
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
私
た

ち
は
絶
対
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々

も
同
様
の
調
査
を
や
る
ぞ
と
い
う
の
で
、
双
方
が
巡
視
船

を
出
す
ぞ
と
い
う
、
物
す
ご
い
厳
し
い
状
態
に
ま
で
陥
っ

た

ん

で

す

。

'

当
時
、
麻
生
外
務
大
臣
、
そ
し
て
安
倍
官
房
長
官
、
韓

国
は
淮
基
文
外
交
通
商
部
長
官
。
こ
う
い
う
と
き
に
、
平

成
十
八
年
の
五
月
三
十
一
日
と
い
う
ん
で
す
か
ら
、
実

は
、
ち
ょ
う
ど
十
一
年
前
の
き
ょ
う
、
私
は
こ
の
外
務
委

員
会
で
質
問
し
て
、
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
ん
で

す
。
ま
た
、
何
と
、
そ
の
と
き
土
屋
品
子
さ
ん
が
理
事

だ
っ
た
と
い
う
、
す
ご
い
御
縁
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

い
わ
く
つ
き
の
船
が
十
年
ぶ
り
に
入
っ
て
き
て
、
同
じ

海
域
で
調
査
を
し
て
い
る
。
韓
国
は
一
体
何
の
意
図
を

持
っ
て
入
っ
て
き
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。

こ
う
い
う
状
態
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
尖
閣
諸
島
の
周
辺
海
城
、
中
国
海
洋
調
査

船
の
活
動
は
、
中
国
公
船
が
入
っ
て
き
て
、
今
接
続
に
い

ま
す
と
か
領
海
に
入
っ
て
き
た
と
い
う
の
が
報
道
で
な
さ

れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
に
基

第
一
類
第
四
号

外
務
委
員
会
議
録
第
十
六
号

づ
く
事
前
同
意
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
り
、
同
意
と
異
な

る
地
域
で
活
動
す
る
特
異
行
動
と
呼
ば
れ
る
件
数
、
昨
年

が
十
一
回
、
お
と
と
し
が
二
十
二
回
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
。
そ
し
て
、
五
月
の
十
八

日
、
韓
国
の
調
査
船
が
入
っ
て
き
た
十
七
日
の
翌
日
で
す

よ
、
十
八
日
に
は
、
尖
閣
の
領
海
で
、
領
海
侵
入
し
た
中

国
公
船
の
甲
板
か
ら
ド
ロ
ー
ン
が
初
め
て
飛
行
さ
れ
た
、

こ
う
い
う
動
き
。
示
し
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
る
ん
で
す
。

そ
し
て
、
与
那
国
島
付
近
の
我
が
国
E
E
Z
で
は
、
台

湾
の
海
洋
調
査
船
が
昨
年
八
回
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
何

と
、
今
も
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
、
直
近
の
き
の
う

の
夜
ま
で
の
情
報
で
は
ま
だ
抜
け
て
い
な
い
ん
だ
か
ら
。

土
曜
日
に
入
っ
て
き
て
、
出
た
り
入
っ
た
り
し
な
が
ら
、

今
ま
だ
我
が
国
E
E
N
の
中
で
、
我
々
が
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
調
査
を
や
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
海
上
保
安
庁
。
こ
う
い
う
現
場
海
域
で
こ
れ
は

厳
正
な
対
処
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
各
国
調

査
船
が
行
っ
て
い
る
活
動
、
そ
れ
か
ら
船
が
使
用
し
て
い

る
観
測
機
器
な
ど
か
ら
、
一
体
各
国
は
何
の
目
的
を
持
っ

て
調
査
し
て
い
る
の
か
、
状
況
を
把
握
し
て
い
る
範
囲
で

答
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
花
角
政
府
参
考
人
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

我
が
国
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
、
外
国
海
洋
調
査

船
に
よ
る
我
が
国
の
同
意
を
得
な
い
調
査
活
動
が
確
認
さ

れ
た
場
合
、
海
上
保
安
庁
で
は
、
直
ち
に
関
係
機
関
と
連

携
し
つ
つ
、
現
場
に
お
い
て
巡
視
船
に
よ
る
中
止
要
求
あ

る
い
は
継
続
的
に
監
視
す
る
な
ど
、
適
切
に
対
応
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
各
国
の
海
洋

調
査
目
的
に
つ
い
て
確
た
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
地
殻
構
造
の
調
査
、
そ
れ

か
ら
海
底
地
質
の
調
査
、
水
質
の
調
査
と
い
っ
た
海
洋
調

査
を
実
施
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す。0
新
藤
委
員
は
っ
き
り
相
手
が
言
わ
な
い
も
の
だ
か
ら

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
ん
で
す
が
、
で
も
、
想
定
と

す
れ
ば
、
例
え
ば
韓
国
の
調
査
の
狙
い
は
、
国
連
海
底
地

形
名
小
委
員
会
、

S
c
u
F
N
で
す
ね
、
こ
こ
に
竹
島
周

平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
一
日

辺
の
海
底
地
形
名
の
提
案
を
行
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

可
能
性
が
あ
る
。
中
国
の
調
査
の
狙
い
は
大
陸
棚
の
延

伸
、
既
に
こ
れ
は
申
請
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

こ
れ
は
日
本
が
同
意
し
て
い
な
い
の
で
審
査
は
行
わ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
韓
国
側
は
そ
う
い
う
野
心
を
持
っ
て
、

中
国
の
大
陸
棚
の
延
伸
を
沖
縄
ト
ラ
フ
ま
で
持
っ
て
い
こ

う
、
こ
う
い
う
た
め
の
基
礎
調
査
を
や
っ
て
い
る
。
で
あ

る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
私
た
ち
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
対

抗
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
こ
の
よ
う
に
思
う
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
時
間
の
関
係
で
質
問
は
飛
ば
し
ま
す
け
れ
ど

も
、
ま
ず
、
海
上
保
安
庁
は
、
入
っ
て
く
る
と
広
報
し
て

い
る
ん
で
す
。
そ
し
て
、
私
も
そ
れ
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
る
ん
で
す
。
で

は
、
そ
れ
に
対
し
て
外
務
省
は
、
入
っ
て
く
れ
ば
必
ず
抗

議
す
る
な
り
何
ら
か
の
対
応
は
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
外

務
省
広
報
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
．

こ
れ
は
私
が
確
認
す
る
と
、
外
務
省
は
、
聞
か
れ
れ
ば

答
え
る
が
積
極
的
な
国
民
に
対
す
る
広
報
は
行
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
な
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
こ
れ
は
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
、
ゼ
ロ
、
一

0
0
で
、
広
報
す
る
、
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
け
れ
ど
も
、
状

況
に
応
じ
て
や
は
り
、
今
ど
ん
な
こ
と
が
国
に
起
き
て
い

る
の
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
、
外
務
省
と
し
て
も
広
報

の
充
実
を
検
討
し
て
は
い
か
が
と
私
は
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
外
務
省
、
ど
う
で
す
か
。

0
志
水
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

外
国
に
よ
る
我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
に
お
き
ま
し

て
、
我
が
国
の
同
意
の
な
い
調
査
を
行
う
こ
と
は
認
め
ら

れ
ず
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
調
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に

は
、
調
査
の
中
止
を
求
め
る
な
ど
必
要
な
措
置
を
と
る
と

と
も
に
、
厳
重
な
抗
議
な
ど
を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
を
対
外
的
に
広
報
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
関

し
ま
し
て
は
、
外
務
省
と
し
て
も
、
委
員
の
御
指
摘
の
と

お
り
、
外
部
か
ら
の
照
会
に
応
じ
て
、
政
府
の
対
応
ぶ
り

に
つ
き
随
時
対
外
説
明
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。他

方
、
今
後
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
ま
し
て

は
、
委
員
の
御
指
摘
も
踏
ま
え
、
個
別
事
案
の
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
つ
つ
、
具
体
的
に
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

0
新
藤
委
員
こ
れ
は
し
っ
か
り
充
実
さ
せ
た
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
し
、
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
つ
く
っ
た
方
が

い
い
。
や
は
り
、
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
何
を
や
っ
て

い
る
ん
だ
と
聞
く
の
が
一
番
わ
か
る
ん
で
す
か
ら
。
こ
の

こ
と
を
含
め
て
、
今
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

こ
れ
以
上
は
今
申
し
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
き
ち
ん
と
ウ

オ
ッ
チ
を
し
て
い
き
た
い
、
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま

す。
そ
れ
か
ら
、
次
に
海
上
保
安
庁
で
す
が
、
こ
れ
も
私
は

自
分
で
調
べ
た
結
果
が
あ
る
の
で
。
結
局
、
竹
島
周
辺
の

調
査
、
我
が
国
が
や
っ
て
い
る
調
査
と
い
う
の
は
、
放
射

能
の
影
響
調
査
、
こ
れ
は
平
成
二
十
四
年
か
ら
や
っ
て
い

な
い
ん
で
す
。
中
断
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
海
流
だ

と
か
海
水
温
だ
と
か
の
い
わ
ゆ
る
海
象
調
査
、
こ
れ
は
平

成
十
八
年
か
ら
や
っ
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
、
船
舶
の
安

全
航
行
に
必
要
な
海
図
を
つ
く
る
と
い
う
意
味
で
も
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
海
底
地
形
調
査
、
昭
和
五
十
一
年
以

来
、
こ
の
竹
島
周
辺
は
や
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
こ
れ
は
や
は
り
き
ち
ん
と
や
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
よ
。

そ
れ
か
ら
、
尖
閣
の
周
辺
に
つ
い
て
も
、
海
象
調
査
は

や
っ
て
い
る
が
、
海
底
地
形
調
査
は
平
成
二
十
一
年
以
来

や
っ
て
い
な
い
。
も
う
八
年
た
ち
ま
す
ね
。

で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
、
対
抗
措
置
で
は
な
く
て
、
私

た
ち
の
国
が
行
政
上
必
要
な
も
の
は
粛
々
と
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
は
ぜ

ひ
検
討
を
し
て
、
さ
ら
に
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
、
や
っ
て

い
な
い
こ
と
は
穴
を
埋
め
る
よ
う
に
要
望
し
た
い
と
い
う

ふ
う
に
思
う
ん
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
大
臣
、
ち
ょ
っ
と
ぜ
ひ
こ
れ
は
御
協
力

い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
が
、
実
は
、
こ
の
海
洋
調
査
と
い

う
の
は
、
海
上
保
安
庁
だ
け
で
は
な
く
て
、
文
科
省
も

や
っ
て
い
る
、
エ
ネ
庁
も
や
っ
て
い
る
、
水
産
庁
も
や
っ

て
い
る
、
政
府
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
る
わ

け
な
ん
で
す
。
だ
け
れ
ど
も
、
今
現
状
で
全
て
を
把
握
し

て
、
一
体
ど
こ
の
海
城
で
何
の
調
査
が
い
つ
行
わ
れ
て
い

る
の
か
、
こ
れ
を
全
体
把
握
す
る
状
況
に
な
い
わ
け
で
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